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図
書
館
に
入
っ
て
す
ぐ
右
手
の
白

い
パ
ネ
ル
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
絵
本
が

並
ん
で
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
本
、
１
月
は

”
と
り
“
の
本
な
ど
、
季
節
や
話
題

に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を

決
め
、
主
に
絵
本
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
背
表
紙
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い

絵
本
の
魅
力
が
表
紙
を
見
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
十
分
に
味
わ
え
ま
す
。
毎

月
の
テ
ー
マ
と
共
に
、
思
い
が
け
な

い
絵
本
と
の
出
会
い
を
み
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
小
さ
い
子
が
楽
し
め
る
「
い

そ
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
」
に
は
”
よ
ん
で

み
よ
う
50
冊
の
ほ
ん
“
の
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
初
め
て

絵
本
に
接
す
る
子
ど
も
と
大
人
の
方

の
た
め
の
お
す
す
め
本
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
何
十
年
も
読
み
継
が
れ

て
き
た
古
典
か
ら
、
新
鮮
な
感
覚
で

描
か
れ
た
絵
本
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
か
ら
選
ん
で
い
ま
す
。

ま
だ
早
い
な
ど
と
思
わ
ず
に
、
ぜ
ひ

手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
赤
ち

ゃ
ん
で
も
楽
し
め
る
丈
夫
な
製
本
の

絵
本
も
あ
り
ま
す
。

春
の
兆
し
が
感
じ
ら
れ
る
日
に
は
、

ぜ
ひ
子
ど
も
連
れ
で
お
で
か
け
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

図
書
館
　
1（
61
）３
０
０
２

◎
第
10
回
よ
ろ
ぎ
会
作
品
展

○
と
き

３
月
４
日（
金
）〜
24
日（
木
）

の
図
書
館
開
館
日
、
平
日
は
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
６
時
50
分
、
土
・
日
・

祝
日
は
午
後
４
時
50
分
ま
で
。
最
終

日
は
正
午
ま
で
。

○
と
こ
ろ

図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー

○
内
容

日
々
の
く
ら
し
に
絵
心
を
生
か
し

た
10
年
間
の
成
果
（
日
本
画
・
水
彩

画
な
ど
）

◎
問
い
合
わ
せ

渡
部
宅
　
1（
72
）
５
８
９
６

「
児
童
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
を

ご
存
知
で
す
か
?

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

1
月
1
日
に
、
神
奈
川
県
公
安
委

員
会
か
ら
、
次
の
9
名
の
方
が
地
域

交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
は
、

道
路
に
お
け
る
適
正
な
車
両
の
駐
車

及
び
、
道
路
の
使
用
方
法
に
つ
い
て

住
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
運
動

の
推
進
や
、
地
域
住
民
か
ら
の
身
近

な
交
通
問
題
等
の
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

（
敬
称
略
）

諸
星

勲
　
　
（
高
麗
）

杉
原

芳
明
　
（
東
町
）

和
田

欣
也
　
（
大
磯
）

岩
田

董
　
　
（
西
小
磯
）

小
池

誠
　
　
（
西
小
磯
）

野
寄

伸
行
　
（
西
小
磯
）

山
口

伊
津
子
（
国
府
本
郷
）

萩
原

峰
子
　
（
国
府
新
宿
）

柏
木

利
之
　
（
寺
坂
）

◎
問
い
合
わ
せ

・
大
磯
警
察
署

1（
72
）
０
１
１
０

・
大
磯
地
区
交
通
安
全
協
会

1（
73
）
１
３
５
０

地
域
交
通
安
全
活
動 

　
　
　
　
推
進
委
員 

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
の
時
期

は
空
気
が
乾
燥
し
、
強
い
風
の
吹
く

日
も
多
く
な
り
、
い
っ
た
ん
火
災
が

発
生
す
る
と
、
大
き
な
火
災
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、「
火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て
」
の
標
語

に
よ
り
、
火
災
予
防
の
意
識
を
再
確

認
し
て
も
ら
い
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
3
月
1
日
（
火
）

か
ら
7
日（
月
）ま
で
の
7
日
間
、
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、

日
頃
か
ら
家
庭
、
地
域
、
職
場
等
に

お
い
て
火
災
予
防
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

【
3
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
4
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

「
お
知
ら
せ
」

3
月
1
日
、
午
前
7
時
に
消
防
署

と
消
防
団
で
は
、
春
の
火
災
予
防
運

動
の
一
環
と
し
て
サ
イ
レ
ン
を
30
秒

間
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違

え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
　
1（
61
）
０
９
１
１

《
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

よんでみよう
50冊のほん

石榴の道


